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第
２
回
定
例
会

６月１日～16日６月１日～16日６月１日～16日

第 2回第2回第2回平成23年

下野市議会定例会
平成23年平成23年

下野市議会定例会下野市議会定例会

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
１
号
か

ら
第
３
号
）
が
提
出
さ
れ
、

３
件
と
も
全
会
一
致
で
可

決
（
第
１
号
は
承
認
）
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
に
つ
い
て
は
、

主
に
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
市
内
公
共
施
設
等
の

災
害
に
対
し
、
市
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急
性

の
高
い
も
の
に
対
し
て
、

早
期
復
旧
を
図
る
た
め
４

月
12
日
付
け
で
専
決
処
分

し
た
も
の
を
承
認
し
ま
し

た
。
主
な
歳
出
に
、
国
分

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
16
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
人
事
案
件
１
件
、
専
決
処
分
の
承

認
２
件
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
２
件
、

条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
改
正
案
２
件
、
及
び
そ
の
他

の
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
予
算
に
お
け
る
繰
越
明
許
費
の

報
告
案
件
４
件
、
及
び
事
故
繰
越
し
の
報
告
案
件
が
３

件
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
請
願
１
件
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
意

見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市

の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

宮
城
県
亘わ

た

理り

町ち
ょ
う

へ
物
資
支
援

一般会計補正予算案 (第２号 )に賛成起立する議員

■平成23年度補正予算� （単位：千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計(第１号) 1億53万0 202億7053万0

一般会計(第２号) 6131万0 203億3184万0

一般会計(第３号) 580万0 203億3764万0

合　　計 1億6764万0 −

■
平
成
22
年
度
下
野
市
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
に
計

上
さ
れ
て
い
る
23
事
業
に
つ
い

て
、
５
億
６
７
４
４
万
９
３
６

０
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

旨
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
繰

り
越
し
し
た
事
業
は
、
国
の
経

済
対
策
に
よ
り
平
成
22
年
度
補

正
予
算
に
計
上
し
た
も
の
等
で

す
。

■
平
成
22
年
度
下
野
市
一
般
会

計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
に
計

上
さ
れ
て
い
る
８
事
業
に
つ
い

て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
計

画
停
電
等
の
影
響
に
よ
る
避
け

が
た
い
事
故
に
よ
り
年
度
内
に

完
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
３

９
４
９
万
３
６
０
０
円
を
翌
年

度
に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
下
野
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
計
上
さ
れ
て
い

る
事
業
費
１
５
８
０
万
円
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
下
野
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書

報
告

震
災
復
旧
の
補
正
予
算
を
可
決

震
災
復
旧
の
補
正
予
算
を
可
決

震
災
復
旧
の
補
正
予
算
を
可
決

震
災
復
旧
の
補
正
予
算
を
可
決
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２
回
定
例
会

会

期

日

程

６
月

１
日　

本
会
議
【
開
会
】

　
　

（
議
案
の
説
明
、　

　
　

一
部
議
案
採
決
）

３
日　

本
会
議
（
一
般

　
　

質
問)

６
日　

本
会
議

(

一
般

　
　

質
問)

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

議
員
全
員
協
議
会

７
日　

本
会
議

　
　

(

議
案
の
質
疑
、　

　
　

常
任
委
員
会
付

　
　

託)

８
日　

教
育
福
祉
常
任

　
　

委
員
会
（
付
託
議

　
　

案
審
査)

９
日　

経
済
建
設
常
任

　
　

委
員
会
（
付
託
議

　
　

案
審
査)

10
日　

総
務
常
任
委
員

　
　

会
（
付
託
議
案
審

　
　

査)

16
日　

本
会
議
【
閉
会
】

　
　

(

委
員
長
報
告
、　

　
　

追
加
議
案
の
説　

　
　

明
、
採
決)

寺
中
学
校
体
育
館
災
害
復

旧
工
事
４
５
０
０
万
円
、

石
橋
小
学
校
体
育
館
災
害

復
旧
工
事
１
５
０
０
万
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
に
つ
い
て
は
、

主
な
歳
出
に
、
防
災
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
用
蓄
電
器

１
７
５
０
万
円
、
ふ
れ
あ

い
館
復
旧
設
計
業
務
１
２

７
０
万
５
千
円
、
南
河
内

庁
舎
移
転
に
伴
う
費
用
１

９
８
３
万
３
千
円
な
ど
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
に
つ
い
て
は
、

宮
城
県
亘
理
町
で
東
日
本

大
震
災
の
た
め
亡
く
な
ら

れ
た
市
民
の
親
族
の
方
へ

の
弔
慰
金
並
び
に
亘
理
町

へ
の
物
資
支
援
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

■南河内庁舎機能移転先� (平成23年７月19日より)

これまでの場所 課　　　　名 移　転　先

庁舎１階

市民課窓口(足銀窓口を含む)

南河内図書館２階

農政課

商工観光課

農業委員会事務局

農業公社

庁舎２階

建設課 水道庁舎２階

区画整理課
下水道庁舎２階

都市計画課補修工事中の国分寺中学校体育館

国
分
寺
中
学
校
体

育
館
の
復
旧
工
事

に
つ
い
て
、
こ
の
震
災
で

天
井
が
落
ち
た
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
復
旧

さ
せ
る
の
か
。

天
井
の
張
り
直
し

で
は
な
く
撤
去
す

る
。
天
井
材
を
張
ら
ず
に

塗
装
し
直
し
た
り
、
照
明

器
具
を
つ
け
直
し
す
る
よ

う
な
対
応
で
考
え
て
い
る
。

南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
修
繕
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
修
繕
す

る
の
か
。
ま
た
ど
れ
く
ら

い
の
期
間
を
要
す
る
か
。

体
育
セ
ン
タ
ー
南

側
の
窓
枠
が
外
れ

そ
う
に
な
っ
て
危
険
な
状

態
だ
っ
た
の
で
、
４
月
に

落
下
防
止
の
対
策
を
し
、

３
分
の
２
ほ
ど
の
面
積
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

現
在
は
設
計
を
手
が
け
て

い
る
最
中
な
の
で
、
見
通

し
が
つ
き
次
第
、
工
事
費

の
補
正
予
算
を
お
願
い
し

た
い
。
11
月
６
日
に
本
市

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
キ
ン
ボ
ー

ル
大
会
ま
で
に
は
間
に
合

う
よ
う
努
力
す
る
。

地
方
自
治
法
に
は
、

そ
の
地
方
公
共
団

体
が
な
す
事
務
に
つ
い
て

支
出
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
亘
理
町
へ
の

支
援
を
す
る
法
的
根
拠
は

ど
こ
な
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
を
機
に
亘
理
町
と
の
災

害
時
相
互
支
援
協
定
を
結

ぶ
こ
と
は
考
え
て
い
る
の

か
。

今
で
き
る
こ
と
を

や
ろ
う
と
い
う
趣

旨
の
も
と
で
あ
り
、
法
的

根
拠
は
な
い
。
６
月
23
日

に
亘
理
町
へ
弔
問
と
支
援

物
資
の
搬
送
を
行
う
の
で
、

い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総 括 質 疑
　一般会計補正予算案の審議に

ついて、本会議においての質疑

内容を抜粋してお知らせします

答

答

答

問

問

問

　

平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
に
計
上
さ
れ
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
工
事
用
資
材
等
の

入
手
が
困
難
と
な
り
年
度
内
に

完
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
１

２
９
５
万
５
０
０
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
宇
都
宮
都
市
計

画
事
業
下
古
山
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
下
古
山
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
に
計
上

さ
れ
て
い
る
事
業
費
40
万
１
５

９
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

旨
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
小
山
栃
木
都
市

計
画
事
業
仁
良
川
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
仁
良
川
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

に
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
費

１
億
７
８
５
万
円
を
翌
年
度
に

繰
り
越
し
た
旨
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
小
山
栃
木
都
市

計
画
事
業
仁
良
川
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
事
故
繰

越
し
繰
越
計
算
書

　

平
成
22
年
度
仁
良
川
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
に

計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
費
に
つ

い
て
、
物
件
移
転
に
不
足
の
日

数
を
要
し
、
移
転
完
了
が
遅
延

し
た
た
め
、
３
８
０
万
円
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
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人権擁護委員候補者１人を推薦

栃木市と西方町が合併

　左記の１名が平成23年９月30日

をもって３年間の任期満了となる

ため、引き続き人権擁護委員の候

補者として推薦しました。

（全会一致）

　次の一部組合等について、

平成23年10月１日から上都

賀郡西方町が栃木市に編入

合併することに伴い、一部

事務組合等を組織する地方

公共団体の数の減少及び規

約変更の協議をすることを

可決しました。

　　　　（すべて全会一致）

■栃木県市町村総合事務組合

■栃木県南公設地方卸売市場事務組合

■栃木県後期高齢者医療広域連合

■人権擁護委員候補者

氏　　名 住所 新・再

海
え び はら

老原　冨
ふ  み  お

美男 下野市三王山1209番地 再

下
野
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
平
成
23
年
３
月
30
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

出
産
一
時
金
の
支
給
額
が

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
期
間
限
定
で
35
万
円
か

ら
39
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
た
も
の
を
、
平
成

23
年
４
月
１
日
以
降
も
引

き
続
き
39
万
円
と
し
ま
し

た
。

（
全
会
一
致
）

東
日
本
大
震
災
に
対
処

す
る
た
め
の
下
野
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

本
市
職
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
を
取
得
す
る

条
例

　
そ
の
他

場
合
は
年
間
５
日
と
な
っ

て
い
る
も
の
を
、
平
成
23

年
12
月
31
日
ま
で
に
限
り
、

東
日
本
大
震
災
に
際
し
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
内
に
お
い

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
場
合
に
は
年
間
７
日

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

下
野
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

人
事
院
規
則
の
一
部
改

正
が
平
成
23
年
１
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
、
一
般
職

の
職
員
の
病
気
休
暇
の
期

間
を
、
連
続
す
る
90
日
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
職

員
が
被
災
し
た
場
合
に
お

け
る
特
別
休
暇
の
取
得
要

件
を
追
加
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

人事

下
野
市
税
条
例
の
一
部

改
正

　

東
日
本
大
震
災
へ
対
処

す
る
た
め
、
個
人
住
民
税

に
お
け
る
雑
損
控
除
額
等

の
特
例
、
住
宅
ロ
ー
ン
等

控
除
等
の
適
用
期
限
の
特

例
、
並
び
に
固
定
資
産
税

の
課
税
の
特
例
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
の
申
告
に
つ

い
て
、
適
切
な
対
応
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

　

請
願
を
採
択
し
、
意

見
書
を
政
府
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
は
、
１
９
９
５
年
に
制

定
、
２
０
０
６
年
に
一
部

改
正
さ
れ
た
が
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
た
ま
ま
の
成

立
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
ご
み
排
出

量
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
、

環
境
に
よ
い
リ
ユ
ー
ス
容

器
が
激
減
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
適
さ
な
い
包
装
が
い

ま
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

今
日
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
資
源

の
無
駄
遣
い
に
よ
る
環
境

負
荷
を
減
ら
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
一
日
も
早
い

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転

換
を
図
る
た
め
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正

し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律

を
制
定
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。�

（
全
会
一
致
）

意
見
書
を
提
出

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、

発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の

法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
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一

般

質

問

　第２回定例会では、９人の議員が市政に対
し、一般質問を行いました。質問と答弁の内
容を要約してお知らせします。紙面の都合に
より、内容の掲載は１人につき１件とし、ほ
かの質問事項は項目のみ掲載しております。
　詳しい内容が知りたい方は、会議録をご覧
ください。

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　� shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館　・石橋図書館　・国分寺図書館

新
庁
舎
建
設
は
先
送
り
す
べ
き
だ

　

計
画
ど
お
り
平
成
27
年
度
中
の
開
庁
を
目
指
す

庁
舎
建
設
は
反
対

で
は
な
い
。
し
か

し
、
今
の
厳
し
い
現
状
を
考

え
る
と
、
従
前
の
事
務
事
業

に
と
ら
わ
れ
ず
、
思
い
切
っ

た
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ

る
。
東
日
本
大
震
災
は
大
地

震
・
大
津
波
・
原
発
事
故
・

風
評
被
害
の
４
つ
が
重
な
っ

た
災
害
で
あ
り
、
地
方
へ
の

締
め
付
け
は
厳
し
く
な
る
と

思
う
。
「
な
い
と
き
の
辛
抱

あ
る
と
き
の
倹
約
」
も
う
少

し
世
の
中
が
落
ち
着
く
ま
で

庁
舎
建
設
は
先
送
り
す
べ
き

と
考
え
る
。

市
長　

庁
舎
建
設
事

業
の
財
源
は
、
合
併

特
例
債
と
あ
わ
せ
、
庁
舎
等

整
備
基
金
を
平
成
19
年
度
か

ら
計
画
的
に
積
み
立
て
て
お

り
、
所
用
財
源
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
南
河
内

庁
舎
は
今
回
の
大
地
震
に
よ

り
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
危
険
と
の
判
断
か

ら
、
機
能
移
転
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
仮
に
先
送
り
な
ど
を
し

て
、
特
例
期
限
を
逸
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
将
来
的
に
も

新
庁
舎
建
設
は
極
め
て
困
難

に
な
る
の
で
、
計
画
ど
お
り

平
成
27
年
度
中
の
開
庁
を
目

指
す
。

目 黒 民 雄 議員

１�．庁舎建設計画について

答

答

問問

７月19日より南河内庁舎は機能を移転した
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市
の
放
射
線
量
は
安
全
な
の
か

　

測
定
器
を
購
入
し
、
デ
ー
タ
を
公
表
す
る 今

後
の
下
野
市
の
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

食
料
品
の
安
定
供
給
に
取
り
組
む

市
の
放
射
線
量
が
発

表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
子
供
へ
の
影
響
、
雨
の
日

の
飛
散
量
な
ど
不
安
は
尽
き

な
い
。
市
独
自
で
測
定
を
。

市
長　

簡
易
測
定
器

を
購
入
し
た
。
測
定

方
法
な
ど
シ
ス
テ
ム
構
築
が

で
き
次
第
、
デ
ー
タ
の
公
表

を
し
て
い
く
。

今
後
の
災
害
に
備
え

初
動
体
制
か
ら
現
在

ま
で
の
対
応
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

市
長　

今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
は
、
停

電
時
に
お
け
る
情
報
収
集
及

び
市
民
へ
の
情
報
伝
達
、
ま

た
避
難
所
の
開
設
、
Ｊ
Ｒ
帰

宅
困
難
者
・
県
外
避
難
者
等

の
対
策
、
そ
し
て
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
対
策
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

課
題
を
詳
細
に
検
討
し
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。公

共
施
設
の
総
被
災

額
を
伺
う
。

市
長　

教
育
施
設
等

の
改
修
に
約
９
千
万

円
、
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
や

下
野
薬
師
寺
跡
復
元
回
廊
の

修
復
等
に
概
ね
１
億
９
千
万

円
を
、
復
旧
総
額
と
し
て
約

３
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

本
市
に
お
け
る
備
蓄

食
料
は
、
約
１
５
０

０
食
程
度
で
あ
り
、
石
橋
地

区
消
防
組
合
で
も
同
程
度
で

あ
る
。
防
災
計
画
の
中
で
市

は
非
常
時
の
供
給
先
を
、
多

数
の
市
町
と
結
ん
で
い
る
が

す
べ
て
県
内
で
あ
る
。
福
田

屋
百
貨
店
、
東
武
百
貨
店
、

関
東
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど

と
も
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

市
内
の
ス
ー
パ
ー
、
あ
る
い

は
、
農
業
協
同
組
合
と
食
の

安
定
供
給
に
向
け
て
の
協
定

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
の
防
災
計

画
上
、
災
害
時
に
お

け
る
食
料
品
の
安
定
供
給
に

万
全
を
期
し
て
、
さ
ら
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
、

宇
都
宮
農
業
協
同
組
合
、
小

山
農
業
協
同
組
合
等
の
農
業

関
係
団
体
と
の
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

吉 田 　 聡 議員

１�. 東日本大震災の対応について

大 島 昌 弘 議員

１．今後の下野市の防災計画につ

　　いて

２．下野市内の再生可能エネル 

　　ギーに対しての取り組みにつ

　　いて

答

答

答

答

答

答

問

問

問問

問

６月９日より放射線量測定結果を市ホームページで公表している

ＪＡうつのみや南河内ライスセンター

問

一

般

質

問
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防
災
計
画
に
原
発
事
故
対
応
を
加
え
て

　

国
・
県
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
再
整
備
す
る

さ
ら
な
る
通
学
路
の
安
全
対
策
を

　

子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
安
全
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

現
行
の
地
域
防
災
計

画
に
は
原
発
事
故
対

応
が
な
い
。
原
子
力
安
全
委

員
会
の
指
針
で
は
原
発
か
ら

８
～
10
㎞
圏
内
の
自
治
体
に

は
求
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ

が
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故

の
経
験
で
、
事
故
時
の
風
向

き
な
ど
か
ら
、
狭
い
範
囲
設

定
で
は
済
ま
ず
、
空
気
、
土

壌
、
水
道
水
、
農
作
物
な
ど

の
放
射
線
量
・
放
射
性
物
質

量
の
測
定
、
そ
れ
ら
の
広
報
、

ま
た
避
難
者
の
受
け
入
れ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
速
や

か
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
乳

幼
児
向
け
安
定
ヨ
ウ
素
剤
備

蓄
も
含
め
防
災
計
画
を
見
直

す
べ
き
だ
。

市
長　

原
発
事
故
へ

の
対
応
計
画
が
な
い

の
は
事
実
。
放
射
性
物
質
へ

の
対
応
は
よ
り
高
い
専
門
的

知
識
が
必
要
な
の
で
、
国
・

県
の
防
災
計
画
見
直
し
に
合

わ
せ
て
再
整
備
す
る
。

計
画
策
定
前
で
も
、

今
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
ほ
し

い
。

市
長　

空
間
の
放
射

線
量
や
水
道
水
中
の

放
射
性
物
質
量
の
測
定
・
公

表
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

不
安
が
取
り
除
け
る
よ
う
に

し
た
い
。 ４

月
18
日
、
鹿
沼
市

で
登
校
中
の
小
学
生

６
名
が
、
犠
牲
に
な
る
と
い

う
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発

生
し
た
。
私
は
今
ま
で
に
計

５
回
、
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
て
き

た
。
本
市
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

市
長　

児
童
・
生
徒

の
登
下
校
時
の
安

全
・
防
犯
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
中
心
に
危
険
個
所
の
洗

い
出
し
や
、
自
治
会
か
ら
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
道
路
等

の
整
備
や
交
通
安
全
に
反
映

さ
せ
て
き
た
。
平
成
19
年
第

４
回
定
例
会
で
議
員
よ
り
指

摘
が
あ
っ
た
、
市
道
国
１
‐

７
号
線
は
、
市
幹
線
道
路
網

整
備
計
画
に
よ
り
、
歩
道
を

含
め
た
計
画
で
事
業
化
さ
れ
、

現
在
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
導
入
し
、
調
査
・

測
量
を
進
め
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
通

学
路
を
走
行
し
て

い
る
こ
と
を
、
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
う
が
。

市
長　

地
元
の
実
情

に
詳
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
、
学
校
関
係
者
と
相
談

を
し
た
う
え
で
、
子
供
た
ち

を
守
る
た
め
の
安
全
施
策
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

磯 辺 香 代 議員

１．東日本大震災対応の検証と 

　　（地域）防災計画の見直しに

　　ついて

２．節電対策について

小谷野 晴夫 議員

１. 通学路の安全対策について

２. 東日本大震災の被災家屋に対

　　する見舞金の交付について

答

答

答

答

問

問

問

問

本市の放射線量の測定は毎日行われている

歩行者用道路を整備中の市道石1-5号線

問答

問答

一

般

質

問
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自
治
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
義
務
・
負
担
問
題

　

班
の
自
主
的
な
工
夫
で
運
営
を
願
う

震
災
瓦
れ
き
の
処
分
に
つ
い
て

　

早
期
に
処
分
し
た
い

自
治
会
の
班
長
に
な

る
と
会
費
の
集
金
や

年
間
の
行
事
運
営
と
参
加
、

ま
た
長
い
と
こ
ろ
で
は
一
年

間
の
ご
み
当
番
等
、
課
せ
ら

れ
た
役
員
の
義
務
・
負
担
は

自
身
の
生
活
が
精
一
杯
の
高

齢
者
に
は
過
酷
だ
。
最
近
、

“
自
治
会
を
辞
め
た
い
”
と

い
う
相
談
が
多
く
な
っ
た
。

役
員
に
な
る
直
前
一
年
前
に

自
治
会
を
脱
会
す
る
家
も
あ

る
。
自
治
会
長
一
年
交
代
の

輪
番
制
地
域
で
は
高
齢
者
の

役
員
問
題
を
討
議
す
る
環
境

に
な
い
。
一
自
治
会
の
問
題

で
は
な
く
住
民
問
題
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

市
長　

自
治
会
は
地

域
に
お
い
て
任
意
に

組
織
さ
れ
た
団
体
。
地
域
の

連
携
・
連
帯
・
助
け
合
い
の

も
と
組
織
が
存
在
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
班
が
持
つ
事
情
を

班
全
体
の
相
互
理
解
の
上
で
、

班
の
自
主
的
な
工
夫
に
よ
り

班
長
や
高
齢
者
の
負
担
が
軽

減
で
き
る
よ
う
、
無
理
の
な

い
協
力
・
運
営
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
班

で
可
能
な
限
り
話
し
合
っ
て

ほ
し
い
。
す
べ
て
が
同
じ
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
時
、
行

政
も
何
ら
か
の
方
法
を
考
え

る
。

東
日
本
大
震
災
の
被

害
状
況
は
、
壊
滅
的

で
あ
り
、
１
日
で
も
早
い
瓦

れ
き
の
撤
去
と
福
島
原
発
の

処
理
が
終
わ
る
こ
と
を
願
う
。

本
市
に
お
い
て
も
震
度
５
強

の
地
震
に
よ
り
家
屋
、
石
塀

等
に
被
害
が
出
た
が
、
本
市

の
震
災
瓦
れ
き
は
、
他
の
市

町
に
比
較
し
て
少
な
か
っ
た
。

震
災
瓦
れ
き
の
受
け
入
れ
総

数
、
処
理
時
期
、
処
理
費
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
市
の
災
害

廃
棄
物
の
量
は
、
５

月
末
時
点
で
約
２
千
ト
ン
で

あ
り
、
今
後
の
処
理
は
、
小

山
広
域
保
健
衛
生
組
合
に
お

い
て
行
い
、
処
理
時
期
は
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
処

分
が
で
き
る
よ
う
関
係
市
町

と
組
合
に
お
い
て
協
議
し
て

い
る
。
処
分
費
用
は
、
最
終

処
分
で
の
埋
め
立
て
の
場
合
、

１
ト
ン
当
た
り
３
万
円
程
度

の
処
分
費
が
見
込
ま
れ
る
。

本
市
は
廃
棄
物
の
種
類
別
に

集
積
し
て
い
る
の
で
、
可
能

な
限
り
再
生
利
用
し
、
処
理

費
の
削
減
に
努
め
た
い
。
石

橋
地
区
の
費
用
は
組
合
の
対

象
外
の
た
め
、
市
の
負
担
と

な
る
。

塚 原 良 子 議員

１．自治会における高齢者の義務

　　負担の問題について

２．震災時における空き家の屋根

　　瓦や塀の倒壊に伴う行政代執

　　行の条例制定について

岩 永 博 美 議員

１．震災について

答

答

答

答

問

問

問

問

ごみ当番など、自治会役員は高齢者に負担となっている

市内ストックヤードに集められた震災瓦れき

一

般

質

問
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自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り
組
め

　

ま
ず
は
自
治
会
長
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
手
引
き
を
作
成

御お

鷲わ
し

山や
ま

古
墳
の
整
備
と
コ
ブ
シ
の
木
の
保
存

　

文
化
財
指
定
の
見
直
し
、
コ
ブ
シ
の
木
の
調
査

東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
災
害
・
防
災
対

策
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
に

向
け
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
行
っ
て
き
た
か
。
要
援

護
者
安
否
確
認
を
担
う
民
生

委
員
の
補
助
員
配
置
、
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
と
の
要

援
護
者
情
報
の
共
有
が
必
要

だ
。
要
援
護
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。
避
難
支
援
プ
ラ
ン
は
明

記
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

自
主
防
災
組

織
組
織
化
の
働
き
か

け
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
ず
は
自
治
会
長
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
自
主
防
災
組
織
の

手
引
き
を
作
成
し
、
総
合
計

画
後
期
計
画
に
位
置
づ
け
て

取
り
組
む
。
要
援
護
者
安
否

確
認
は
民
生
委
員
に
お
願
い

し
て
い
る
が
、
長
期
不
在
や

緊
急
時
に
は
隣
接
地
区
の
民

生
委
員
や
職
員
が
対
応
す
る
。

情
報
共
有
化
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
が
あ
り
慎
重
に

対
応
す
べ
き
だ
。
平
成
21
年

度
に
策
定
し
た
要
援
護
者
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
避
難
支
援
プ
ラ

ン
も
含
め
て
、
地
域
防
災
計

画
に
連
動
し
て
見
直
す
。

健
康
福
祉
部
長　

要
援
護
者

名
簿
の
共
有
化
に
つ
い
て
県

外
等
状
況
も
研
究
検
討
す
る
。

薬
師
寺
地
区
北
部
の

御
鷲
山
古
墳
は
、
６

世
紀
末
古
墳
時
代
後
期
に
築

造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ

り
、
現
状
は
杉
や
雑
木
そ
し

て
１
本
の
大
き
な
コ
ブ
シ
の

木
が
生
え
て
お
り
、
周
辺
住

民
は
日
陰
に
な
り
秋
に
は
落

葉
に
困
っ
て
お
り
業
者
に
伐

採
を
依
頼
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
造
園
関
係
者
に

よ
る
と
樹
齢
百
年
以
上
た
っ

て
お
り
、
こ
の
コ
ブ
シ
の
木

は
伐
採
せ
ず
後
世
に
残
す
べ

き
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
も

現
地
調
査
、
関
係
者
の
話
を

伺
い
、
伐
採
の
中
止
を
申
し

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

教
育
長　

現
在
市
内

に
は
２
百
を
超
え
る

古
墳
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

御
鷲
山
古
墳
は
市
内
で
も
最

大
級
の
古
墳
で
あ
る
。
し
か

し
古
墳
の
正
確
な
部
分
、
全

体
像
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い

な
い
。
今
後
発
掘
調
査
を
策

定
し
、
文
化
財
の
指
定
公
有

化
、
整
備
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て
い
る
。
コ
ブ
シ

の
木
に
つ
い
て
も
樹
齢
、
樹

勢
、
希
少
性
な
ど
専
門
家
の

指
導
を
得
た
い
。
当
面
の
間

は
今
の
状
態
で
置
い
て
い
た

だ
く
よ
う
検
討
し
た
い
。

村 尾 光 子 議員

１. 災害対策・防災対策の充実を

求める

須 藤 　 勇 議員

１．市道と上下水道の整備計画に

ついて

２．下石橋地区の上下水道整備に

ついて

３．御鷲山古墳の整備とこぶしの

木の保存について

答

答

答

答

問

問

問

問

市が発行している防災ガイドブック

御鷲山古墳にある樹齢100年以上のコブシの木

一

般

質

問
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補
正
予
算
に
お
け

る
ふ
れ
あ
い
館
屋

内
プ
ー
ル
の
天
井
修
繕
の

工
事
期
間
と
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。今

回
の
補
正
予
算

で
設
計
費
を
計
上

し
た
。
設
計
後
、
工
事
費

の
補
正
予
算
を
計
上
し
て

着
手
す
る
。
工
事
期
間
は

６
カ
月
程
度
を
見
込
ん
で

お
り
、
コ
ス
ト
と
耐
久
性

の
観
点
か
ら
、
幕
天
井
で

の
復
旧
を
考
え
て
い
る
。

補
正
予
算
の
歳
入

に
お
い
て
、
と
ち

ま
る
募
金
か
ら
65
万
円
の

配
分
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
65
万
円
の
算
定
根
拠

と
使
い
道
の
制
限
は
あ
る

の
か
。

算
定
根
拠
は
、
定

額
配
分
と
避
難
者

数
に
よ
る
比
例
配
分
で
配

分
さ
れ
る
。
災
害
に
関
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
使
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
、
が

ん
ば
ろ
う
“
と
ち
ぎ
の
農

業
”
緊
急
支
援
資
金
利
子

補
給
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
福
島
原
発

事
故
関
係
の
出
荷
停
止
及

び
風
評
被
害
を
受
け
た
農

業
者
へ
の
支
援
で
あ
り
、

農
業
経
営
、
施
設
等
の
損

害
で
資
金
が
必
要
な
方
に

対
し
、
５
０
０
万
円
を
限

度
に
貸
し
付
け
を
行
う
も

の
で
、
12
月
末
ま
で
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
る
。
補

正
予
算
は
そ
の
利
子
補
給

で
あ
り
、
２
名
分
を
想
定

し
て
い
る
。

　
　
　

ア

※

ユ
種
苗
生
産
施

　
　
　

設
が
建
設
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
が

で
き
る
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

伺
う
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
道
の
駅
し
も

つ
け
に
お
い
て
ア
ユ
の
加

工
品
等
の
販
売
を
し
て
、

集
客
や
販
売
の
向
上
と
、

施
設
で
の
雇
用
な
ど
が
見

込
め
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は

特
に
思
い
当
た
ら
な
い
。

水
の
問
題
や
電
気

施
設
、
道
路
の
整

備
な
ど
、
市
に
と
っ
て
有

利
な
こ
と
ば
か
り
と
は
思

え
な
い
。
施
設
の
保
全
、

活
用
の
仕
方
な
ど
、
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
う
少
し

突
っ
込
ん
だ
施
設
整
備
の

協
議
を
し
て
ほ
し
い
。

施
設
建
設
は
栃
木

県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
で
進
め
て
い
る
が
、

今
後
、
市
が
関
与
す
る
団

体
と
と
も
に
産
地
協
議
会

に
加
盟
を
し
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
今
後
も
、
進
捗
に

よ
り
委
員
会
で
報
告
す
る
。

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
外
国
語
版
は
、

何
か
国
語
で
作
成
す
る
の

か
。
ま
た
、
市
内
の
外
国

人
登
録
の
人
数
は
何
人
か
。

英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

中
国
語
の
３
か
国

語
で
作
成
す
る
。
市
内
在

住
の
外
国
人
は
約
４
２
０

人
で
あ
り
、
国
籍
は
多
い

順
に
中
国
１
５
５
人
、
韓

国
74
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
32

人
等
で
あ
る
。

常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

教育
福祉
ふ
れ
あ
い
館
災
害
復
旧
事
業
の
内
容

は

総務

と
ち
ま
る
募
金
の
算
定
根
拠
と
充
当

先
の
制
限
は
あ
る
か

経　済
建　設
が
ん
ば
ろ
う
“
と
ち
ぎ
の
農
業
”
緊

急
支
援
資
金
利
子
補
給
事
業
と
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か

経済
建設
ア
ユ
種
苗
生
産
施
設
整
備
支
援
事
業

の
補
助
金
に
つ
い
て

総務

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
外
国
語
版
は
何

か
国
語
で
作
成
す
る
の
か

各常任委員会の審議状況を報告します

答 答

答

問 問

問

答 問

地震により天井がはがれ落ちたふれあい館屋内プール

アユ種苗生産施設建設予定地 (谷地賀 )

とちまる募金とは
栃木県が県内外に募集する義援金で、

東日本大震災によって被災された方

の県内での生活を支援するために県

内各市町に分配し活用される。

答

答

問

問

委

員

会

報

告

※アユ種苗生産施設…アユの稚魚を生産する施設。
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議

会

の

動

き

　

議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
は
、
議
会
機
能
の
あ

り
方
、
組
織
構
成
及
び
報

酬
等
議
会
改
革
に
関
す
る

事
項
の
調
査
研
究
を
目
的

と
し
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

決
定
事
項
に
つ
い
て
は
随

時
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
委
員
会

５
月
10
日

　

委
員
会
の
検
討
事
項
に

つ
い
て
、
事
前
に
全
委
員

か
ら
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
、
左
の
８
項
目

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
原
則
公
開
と
し
、

概
ね
２
年
を
目
途
に
調
査

検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会

７
月
15
日

　

検
討
事
項
の
⑴
〜
⑷
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
委
員
会

の
重
要
項
目
で
あ
る
議
会

基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
の
講
話
、
先
進
地

の
視
察
を
経
て
か
ら
本
格

的
に
議
論
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
改
革
が
ス
タ
ー
ト

８
項
目
を
検
討
し
て
い
く

議 会 改 革 検 討 事 項
⑴ 傍聴者への通告書配布
   (コピー) について

⑵ 本会議等録画放映について

⑶ 行政視察の復命について

⑷ 審議会、委員会への委員選出
   方法と報酬のあり方について

⑸ 市民からの意見聴取について

⑹ 市民への議会活動報告義務に
　ついて

⑺ 議員定数と報酬について

⑻ 議会基本条例について

５
月

　

10
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会(

第
１
回)

　

12
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

16
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

17
日　

総
務
常
任
委
員
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　

30
・
31
日　

第
２
７
５
回
栃
木
県
市
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
会
会
議

６
月

　

１
〜
16
日　

第
２
回
定
例
会

　

２
日　

第
77
回
関
東
市
議
会
議
長
会
総
会

　

15
日　

第
87
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

16
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

17
日　

茨
城
県
小
美
玉
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

道
の
駅
し
も
つ
け
に
つ
い
て)

　

24
日　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　

27
日　

石
橋
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　

28
日　

日
光
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
　
　

(

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
防
災
情
報
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て)

　

29
日　

議
員
全
員
協
議
会

７
月

　

８
日　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　

11
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

15
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会(

第
２
回)

　

22
日　

第
２
７
６
回
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
会
議

　

25
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

29
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

去
る
６
月
15
日
、
第

87
回
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

地
方
自
治
の
伸
長
発
展

と
市
政
の
向
上
、
振
興

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
と
し
て
、
本

市
で
は
勤
続
10
年
以
上

と
し
て
磯
辺
香
代
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
時
代
の
在

職
期
間
は
２
分
の
１
で

積
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

磯
辺
香
代
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

〜
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
〜

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

aaaaaaaaa

議会改革調査
特別委員会

松本委員長(右)と秋山副委員長(左)

第２回委員会のようす

磯辺 香代 議員

委

員

会

報

告
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議会フロア  を大公開議会フロア  を大公開

議会運営委員会や各常任委員会がこの部屋で

行われるんじゃ。この議会だよりを編集して

いる議会広報特別委員会は隣の３０１委員会

室で行われておるぞい。

議長と副議長の部屋じゃ。ここで執務を執り

行うのじゃよ。

過去の会議録などが保管してあるんじゃ。議

員もよく出入りしているぞい。

職員が仕事をしている部屋だよ。議会に関す

るいろいろな仕事をしているんだ。

議場で行われている本会議のマイクの切りか

えやボリューム調整をしているよ。また、会

議の録音もこの部屋で行われているんだ。

放送室

傍聴席入口

正副議長室

議員図書室議
会
事
務
局

３０１

委員会室

３０２・３

委員会室

傍聴者

受付所

正副議長室

議会事務局

議員図書室

放送室

３０２・３委員会室

教
え
て
議
会
用
語
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議会フロア  を大公開議会フロア  を大公開

指定管理者に指定されているグリムの館

おしえて !?
議会用語
〜第４回（拡大版）〜

Dr. シモツ
ケの その１

今回は４ページの拡大版じゃ。議員の仕事場

と審議の流れを紹介するぞい。みんなにもっ

と興味を持ってもらえるといいのう。

本会議の傍聴者がすわる席じゃ。傍聴希望者

は議会事務局前で受付を済ませる必要があ

る。57席あるのでたくさんの方に見に来てほ

しいのう。

ここでは議員全員協議会や特別委員会が行わ

れているんじゃ。

会議の合間に議員が休憩するところだね。議

員同士が情報交換する場でもあるようだよ。

本会議が行われる場所で、いろいろなことが

ここで決められるんだね。

Dr. シモツケ

傍聴席

議員控室

３０４

会議室

議場

傍聴席

議場

３０４会議室 議員控室

教
え
て
議
会
用
語
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議
案
審
議
の
流
れ

その２

提出された議案はど
のようにして審議さ
れるのか、ワシが詳
しく解説するぞい。

　議案等を議会に提出することを「上程」と言うん

じゃ。定例会の初日や臨時会に提出される。場合によっ

ては、会期中に追加議案として提出されることもある。

　提出された議案は、提出者から「提案理由の説明」

が行われる。市長提出の議案は市長が、議員提出の議

案は議員が概要を説明するんじゃ。

　市長提出の議案は、その後に担当部長から「内容の

説明」（詳細な説明）が行われる。

　提出された議案について、議員が質疑をし、提

出者が答弁する。「質疑」とは、議題となってい

る案件について疑義をただすことじゃよ。質疑回

数は無制限ではなく、下野市では１件の議案につ

き５項目３回までとなっている。複数の議案をま

とめて質疑を行うこともある。

　ちなみに、下野市では、常任委員会に審議を付

託する議案については、所管常任委員会の議員は

質疑できないことになっている。これは、常任委

員会でじっくりと審議できるのだから、常任委員

会で質疑すべきとの考えからなんじゃよ。

提出議案の提案理由の説明をする広瀬市長

議事を進行する岡本議長

議

案

の

上

程

提
案
理
由
の
説
明

内

容

の

説

明

総

括

質

疑

へぇ、議案ってこんな感じ

で審議されているんだね。

議案提出者
○市　長
○議　員
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　常任委員会では、付託された議案の審査が行われる。担

当部課長に説明員として出席してもらい、細部まで慎重に

審査される。委員の質疑は無制限。質疑を経たのち、議

案に対し、委員会としての結論を出すことになるんじゃ。

　また、本会議において、委員長が付託された議案の審

査の経過と結果を報告することになっておる。

　委員長報告に対し、質疑と討

論を行う。「討論」とは、議題

となっている案件に対して賛成

か反対かの自己の意見を述べる

ことをいう。討論を行うことに

よって、他の議員から同調を得

ることが可能になり、案件の可

否に大きな影響を与えることが

できるんじゃ。

　人事案件を除く議案等は原則として所管の

常任委員会に付託される。「委員会付託」とは、

詳しい審査や調査を委員会に委ねることをい

う。この委員会付託をすることによって、議

案を慎重に審査することができる仕組みなん

じゃ。議案によっては、委員会付託を省略して

そのまま採決してしまうものもある。追加議案

は委員会付託を省略することが多いのう。

　そしていよいよ採決。出席議員の過

半数以上の賛成で無事に可決となるん

じゃ。ちなみに下野市では、賛成者は

起立することになっているんじゃ。

委員会の審査報告をする各常任委員長

常任委員会のようす

議案採決のようす

採

決
委員会付託省略

委
員
会
付
託

常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

質
疑
・
討
論

教
え
て
議
会
用
語
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９月７日㈬
開会予定
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よ
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に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
。

　

◦
見
や
す
い　

◦
普
通　

◦
見
に
く
い

②
印
象
に
残
っ
た
記
事
は
何
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
可
）

◦
災
害
復
旧
の
補
正
予
算
を
可
決

◦
そ
の
他
の
第
２
回
定
例
会
の
記
事

◦
市
政
を
た
だ
す
一
般
質
問

◦
委
員
会
審
査
報
告

◦
お
し
え
て
!?　

議
会
用
語

◦
編
集
後
記

③
ご
意
見
・
感
想
を
自
由

　

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
感
想
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー

ル
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
震
災
議
会

と
な
り
ま
し
た
。
一
般

質
問
で
は
７
人
の
議
員

が
、
「
情
報
の
敏
速
な
伝

達
・
避
難
者
対
応･

災
害

復
旧
・
地
域
防
災
計
画
」

等
々
、
議
員
の
視
点
で
、

ま
た
市
民
目
線
で
執
行
部

を
質
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
の
議
員
控
室

で
、
各
議
員
近
隣
の
被
害

状
況
、
及
び
被
災
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
・

対
処
を
し
た
か
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
と
も
、
地
域
に

お
い
て
住
民
の
方
々
の
不

安
や
要
望
に
、
行
政
機
関

と
連
絡
を
取
り
合
い
し
っ

か
り
こ
た
え
て
い
た
様
子

が
伺
い
知
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
議
員
は
危
機
の
時
に

こ
そ
、
な
お
、
市
民
の
皆

様
の
頼
れ
る
存
在
で
あ
る

べ
く
、
議
会
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
き

ま
す
。
ご
自
愛
さ
れ
ま
し

て
お
励
み
下
さ
い
ま
す
よ

う
。

（
塚
原
良
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

小
谷
野
晴
夫

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
山　

利
夫

塚
原　

良
子

髙
橋　

芳
市

大
島　

昌
弘

次
号（
第
22
号
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

議会を傍聴してみませんか？
　傍聴を希望される方は、

本会議当日、市役所国分寺

庁舎３階議会事務局前に直

接お越しください。その際、

備え付けの受付票に住所・

氏名を記入し、受付箱に投

函していただきます。

詳しい日程は決定次第、市ホームページ

でお知らせいたします。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

下
野
市
議
会
議
員
一
同

　
　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
あ
い
さ
つ

　

状
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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